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論文内容の要旨

稀薄な o-H2を含む固体HDの核磁気緩和時間の o-H2濃度依存性を、 2 X 10-2 から 10-4 にわたる濃

度領域，について理論的に研究した。その結果 cross- relaxation 及び、 spin-di ffusion が相当の影響を与

える事が解明された。中心に o -H2 をもち、 HD を媒質とする球内の nuclear magnetization の緩和定

数を、 cross-relaxation rate , spin-rotation relaxation rate 及び spin-diffusion を考慮し、斉次の

積分方程式を解〈事により求めたo 上述の緩和定数から全系の緩和時間を求めるにあたって、二種類

の近似を考えたo その一つは mean volume approxima tion であり、もう一つは、 constant relaxtionｭ

time approximationである。後者は前者より一般的である。第一原理から決定したcross田 relaxation

rate及びdiffusion constant を使って 3 X 10-3 の o -H2濃度まで実験と一致する事が示された。 spin­

rotation transition rate は o-H2の配置の関数であるが、その評価は以前に得られたスペクトル密度

関数を使っている。非常に低濃度 (~10-4 )の場合における核磁気緩和時間についても研究したが、そ

の結果はきわめてよく低温での観測に一致する X-U/3 の濃度依存性 (X は o-H2濃度)を示す。

論文の審査結果の要旨

本論文では、固体 H2における核磁気緩和時間の o-H2濃度依存性の理論的解析を通して、低濃度 0-

H2 を含む国体HD における磁気緩和にスピン拡散と交又緩和のきいていることが見出され、その詳細

な理論的研究が展開されている。磁気双極子相E作用によるスピン拡散で、 diffusion barrierの存在

しない例は他に見られず、本論文の対象は理論的にかなり明確な結論の得られる場合に当っている。

種々の方法を躯使して、異常の始まる 2 XI0-2 濃度から3 X 10-'3 までの o -H2濃度域での緩和時間
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の、理論と実験の一致が得られた。 3 X 10-3 以下の濃度域での理論は、主として実験振動数 (~107)

域でのスペクトル密度の取扱いに基づいて、複雑になってくるが、極低濃度 (~10 -4 )域での緩和時

間が o-H2濃度の11/3乗に逆比例する理論式を出し、実験とのよい一致を得ている。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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